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1　は　じ　め　に

リンゴ主要害虫の一つであるキンモンホソガ（Pんγ佑

几OryCZgrrJngO几JeJJαM八・】1SUMUH∧）の件フェロモンは，

処女雌成虫からの抽出物を分画し．雄成虫を用いた生物検

定により誘引活性物質は2成分からなり2，，（Z）－70－

テトラデセニルアセタート（主成分），E4，ZJ0－テト

ラデカジエニルアセタート（微量成分）の化学構造からな

る物質を適切に組合せることによって雄成虫に対して高い

誘引活性を示すことが報告されている′’。

本種の合成性フェロモンを発生状況の把糎に利用するに

あたっては，あらかじめ誘引に関与する諸条件を明らかに

しておく必要がある。この日的で以下に適切なトラップ設

置方法について試験を実施した。

2　試　験　方　法

試験には武田薬品．t業株式会社製の開口部が2方向の屋

根型粘着トラップを使用した。誘引源の合成性フェロモン

は．主成分と微量成分の含浸量を0．3mg：0．03mgとし，

粘着坂中央に装着した。試験はいずれも3反復で実施した。

（1）トラップの高さによるtlt代別誘引数の比較

M．26台を利用したわい化リンゴ閲で，トラップを地面

より30．90，150，210cm及び樹上最先端の300cmの位置

に没置し，越冬世代の成虫初発日から第3世代終了日まで

（4月～10月）毎日誘引数を調査した。合成フェロモンは

ポリエチレンカプセル（安元化成製）に含浸し，1か月使

用ごとに交換した。

（2）トラップの開口方位による誘引数の比較

M．26台を利用したわい化リンゴ園の樹列間中央部に，

トラップの開口部を東西及び南北に向くように設置した。

トラップは地面より約30cmの高さにし，相互の1二渉を避

けるため30m以上の間隔をあけた。合成フェロモンはゴム

キャップ（武田薬品工業株式会社提供）に含浸した。トラッ

プは，第3世代成虫出現期の9月5日及び12日に設置して

翌日回収し，粘着坂（25．5×24．0cm）を方眼状に約5cm

間隔に区切り，25区画それぞれの誘引数を調査した。

（3）樹冠の内外における誘引数の比較
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普通樹（マルバ台）の樹冠内部と樹外縁部及びわい化樹

（M－26台）の樹列内部と樹列間中央部にトラップを設置

した。トラップは普通樹では30m以上間隔をおき，わい化

樹では園内にはぽ5－6m間隔に配置した。トラップの高

さは両区とも約150cmとし．合成フェロモンは試鰍2）と

同様にゴムキャップに含浸した。トラップは，第3世代成

虫出現期の8月29日，9月5口及び12日に設置し．翌日回

収して誘引数を調禿した。

3　試験結果及び考察

（1）トラップの高さによる世代別誘引数の比較

表1に各トラップにおける世代別の誘引率を示した。越

冬世代の成虫出現期（第1回）では，地面に近い30cmの

トラップで誘引が圧倒的に多く，全体の約60％を占めた。

トラップの設置位置が高くなるにつれ誘引率は低FL，90

cmで約20％，150cmで約10％，210cmで約5％，樹上端

の300cmでは約1％であった。以後の世代において誘引率

が最も高かったトラップは，第1世代（第2回）では30cm

に約35％，第2世代（第31日】）では150cmに約30％．第3

ttHt（第4回）では30cmに約30％であったが，樹L端に

近い位置の210cm以上で常に誘引率が低く．また，30～150

cmの範囲では高さによる人きな差は認められなかった。

裏1トラップの設置位掛こよる世代別誘引率

トラップの高さ別の誘引率（％）

30cm　90cm150ctD　210ct】300cm
総誘引数

越 冬 世 代 6 0 ．2　 2 1．4 】2 ．2　　 4 ．8　 1．4 乙 18 6

第 1 世 代 3 3 ．7　 2 1．6　 2 5 ．2　 17 ．2　　 2 ．3 16 ，9 6 2

第 2 世 代 2 1 ．3　 2 7 ．1 2 9 ．0　 18 ．9　　 3 ．7 1 1．67 0

第 3 世 代 ・2 8 ．2　 2 4 ．0　 2 3 ．9　 2 0 ．7　　 3 ．2 15 ，3 7 7

総 誘 引 率 3 0 ．0　 2 3 ．8　 2 5 ．1 18 ．2　　 2 ．9 4 6 ，19 5

注．各区とも3反復．総誘引数は1トラップ当り平均値

キンモンホソガの越冬は蛸態で落葉した案内でする。越

冬世代の成虫は落葉中から羽化するため．地表に近い誘引

源に多く誘引される傾向がみられることから，越冬11t代に

っいては地面に近い位責引こトラップを設置し∴第1世代以

降は作業の容易な目通りの高さ（150cm内外）にトラップ

を設置するのが妥当と考えられる。

（2）トラップの開口ガ位による誘引数の比較
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トラップの開口部を東西及び南北に向けて設置し．粘着

坂上の成虫分布を比較した結果（表2），両区とも誘引率

は開口部で高く，中央部に進むほど低下した。第1回目と

第2回円の試験の間では．開口部に近い区画（A，E）の

誘引率が異なる傾向を示し，風向きによって成虫のトラッ

プ内分布が異なることがうかがわれ，総誘引数は第2回試

験では区間に大差がなかったが∴第1回試験では繭北方向

が多くなる傾向がみられた。このように．粘着坂上の誘引

衰2　トラ・ソプの閲日ノJl領こよる誘引率（％）

区 画 朋 査 J 仁 I l
開 口 方 位

東　 西　　　 南　 北

A

Ⅰ　 9 ． 6 2 2 ．6　　　　 3 0 ．6

Ⅱ　 9 ．13 3 0 ．9　　　　　 2 3 ，0

平 均 2 7 ．0　　　　　 2 7 ．4

B

1　 9 ． 6 1 2 ．3　　　　 16 ．7

m　 9 ．1 3 2 2 ．9　　　　 16 ．1

平 均 18 ．0　　　　 16 ．5

C

Ⅰ　 9 ． 6 9 ．7　　　　 12 ．4

皿　 9 ．1 3 1 2 ．9　　　　 12 ．4

平 均 1 1 ．4　　　　 1 2 ．4

D

f　 9 ． 6 1 6 ．8　　　　 1 6 ．8

Ⅲ　 9 ．13 1 3 ．3　　　　 1 6 ．6

平 均 14 ．9　　　　 16 ．7

E

Ⅰ　 9 ． 6 3 8 ．6　　　　　 2 3 ．5

Ⅱ　 9 ．13 2 0 ．0　　　　　 3 1．9

平 均 2 8 ．7　　　　　 2 7 ．0

注．1）l・n回試験とも3反復の平均誘引率
2）第1回目　9月5日トラップ設置
総誘引数　東西4．307匹，南北6．飢3匹
3）第Ⅱ回目　9月12日トラップ設置
総誘引数　東西4．846匹，南北4．409匹
4）区画A，Eが開口部に接する。

分布が偏ることもあるので，一一一・部分のみを調査する場合は

抽出部位が偏らないよう十分注意を要する。

開口部が2方向のトラップを使用する場合の風向による

誘引への影軌こついては，更に検討を要するが，トラップ

を園の中央付近に設置するようにすれば風向きによる誘引

数の変動は小さくできると考えられる。

（3）樹冠の内外における誘引数の比較

普通樹園の場合，樹冠内部に対する樹外縁部の誘引率は

第1回日の発蛾盛期（8月30日）の試験では約80％．第3

回目の発蛾後期（9月13日）の試験では約70％で，トラッ

プの設置場所による極端な差はなかったが，その中間の第

2回目（9月6日）の試験では，多量の降雨があったため，

樹外縁部での誘引数は激減し．約7％となった（表3，表

4：上段）。

わい化樹閲の場合，樹列内部に対する樹列間中央部の誘

表3　試験施行時の気象状況

月 ．ll 天候
気 温 （℃ ） 降 水 量

（心血）

風 向

（最 大時 ）最 高　 最 低　 平均

8 ．29 ◎ 27．1 16．1 2 1．6 0 ．0 W S W

30 ● 28．5 15．1 2 1．8 0．0 S S W

9．5 ◎ 27．1 18．2　 22．7 0 ．5 W

6 ＠ 20．6 17．3 19．0 8 4．5 N

9．12 ◎ 25．5 17．8　 2 1．7 1．0 W S W

13 ◎ 22．9 17．2　 20．1 0．5 S

観測地点：盛岡市下厨川（東北農試）

引率は樹列内部より常に低かったが，降雨のあった第2回

日の試験で約35％であり，飛来数の減少は普通樹はど極端

でなかった（表4：下段）。

表4　普通樹聞及びわい化樹♭馴こおけるトラップ
の水ヤ位芦別こよる誘引致比較

区　 分 劇 在り 仁 I l
樹 冠 内 部　 樹 外 縁 部 比　 率

（A ）　　 （B ） B ／ A

普 通 樹 1　 8 ．3 0 1 2．7 8 3　 1 0 ，5 5 3 8 2 ．6

m　 9 ． 6 7，6 8 6　　　　 5 6 8 7 ．4

Ⅲ　 9 ．13 6 ．0 1 2　　　 4 ．17 5 6 9 ．4

総 誘 引 数
ー

2 6 ，48 1　 1 5 ．2 9 6 5 7 ．8

わ い 化 樹 1　 8 ．3 0 3 ．5 8 6　　 2 ．3 5 0 6 5 ．5

Ⅲ　 9 ． 6 1．8 5 0　　　 6 6 6 3 6 ．0

皿　 9 ．13 1．1 5 0　　　 5 0 2 4 7 ．4

総 誘 引 数
－

6 ，5 8 6　　 3 ．5 1 8 5 3 ．4

往．缶l亘とも3反復．総．削l数は1トラップ、1日）、1′均植

以上のように，トラップの誘引効率は，樹冠より離れた

場所へトラップを設置した場合に低くなり，特に．多量の

降雨があると成虫の活動に影響がみられ，堆成虫の飛来が

減少した。この傾向は普通樹園で顛著にみられたことから

トラップは樹冠内部に設置することが望ましい。
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